
10代女性の食生活に対する認識についての一考察

lll下静江

1 緒  言

 経済の成長は、我々に物質的な恩恵を与えはしたが、食生沽の面からみれは、必ずしも健全

な状態にあるとはいえず、世はまさに飽食時代とも言われ、食品は街にあふれ、種類も量も多

種多様な時代であるt. 

 今、人牛8〔｝年ll斜℃を迎え、人々の健廉へのIUj待は高まり、健康の要因が多角的に検討され、

新しい健康観に基づく食生活の在り方か考えられようとしている。一方、急激な祉会変動に伴

う生活様式、生活意識の変化が食生活に及ぼす影響は大きく、日本人の食卓の変化は急速に、

かつ蜘期的に進f. fし、簡便化、個性化の115代とも言われる/. /

 筆者は、llli和4‘｝年、il 7年に、1〔〕代、2〔｝代の女性を対象に、食物、栄養に関する認識調査を行っ

たが、その後の社会情勢はますます変動し、食生活をとりまく環境の変化も著しい。そこで前

2 liilの調査と同様の内容で、10代の若い女性が食生活をどのようにとらえているのかを把握す

ることによC・・、着者IU:代への今後の食教育の指針とすべく、調査を行ったので報告する。

U 調査方法

 昭和6〔〕年、61年、62年、アンケート川紙を配布し、説明を加えながら質問し、白川記述形式

及び選択法により1記述させた。

m 調査対象

 調査対象は本短期大学の学tL tt三ア楽科90名、保育科233名、家政科・家政専攻39名、食物栄

養・1三i攻156名、延総数518名である。なお、その住居内容は、白宅340名、寮178名である。

N 調査内容

 食物に関する意識について

  特に教科との関係について

 栄養の幻1識について

 知識の情報源について

 回旋についての意識について

 現代の食生活について
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V 調査結果及び考察

1. 食物に関する意識について

 食生活は、個人の食に対する意識が、実践に及ぼす影響か大きいと考えられるので、学校で

学んだ知識が実際の食生活に対する章識とどのように結びついているかについて、以. 卜'の質問

をしたr

○学校て学ぶ栄養、調理、健康に関する学習に興ll未がもてたか

  大いに興味がもてた者は14％で、余り興味かもてない者と1司数で、一割以上の者が余り興

 味がもてない、と答えている。(表1)

  専攻別にみると、食物・栄養専攻では90％の者が興味がもてると答えているが、…力、余

 り興味かもてない者が10％あった。導門的に余り関係かないと思われる保育科、音楽f1・につ

 いては、21％の者が食物に対して興ll未は余りもてないとしている。学習として、比較的多く

 栄養についての勉強をしている、家政・食物栄整専攻の学生について、1年、2年の学生を

 比較すると、1図1)人いに興味がもてる者、多少興味がもてる者、いすれも2年の方が多

 くみられた。中でも家政科1年では人:いに興味がもてる者は(％であったt、

     表1 学習に関する興味について                                 ( 1. 1;t )

項 目         」 一    . 、 科別縁政 食 栄 保・i、・ 1・ 均

大いに興味がもてる
」 」 一

@多少興ll衆がもてる
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?-   一  丁  一｝  ■■マ   ■    「
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  一   一  一    『 . 

@ 回

@ 72

@ レ1あまり興味がもてない 」

図1 学年別比較
じの

   1 年齢 政
   2 年

食栄獅

■ル1・鰍がもてる □多艸蛛がもてる

あ」:り興峰がぜてない

O学校で学んだ知識が生活に役立っているか

  大いに役に立っている者9％、余り役に立・. ていない、役立てるチャンスがない蓄が18％
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であ・♪た、t(？( 2)町1'攻別1年、2年の比較をすると、2年の方が生活に役立てていると思っ

ている、学習の期間が長くなる程、生活に役立てている率が多いと思われる。(図2)

    表2 学校で学んだ知識が生活に役立っているか
                                ( ・)6 )

図2 学年別比較
(v6)

家政lll

f・・ L ii・ll

           ■)・・…c・御・立・ている 口多螂・立・ている

           國あまiJ・i・Le. …？1 . 一ていない團徽てるチ・ンスがない

C)小、中. 高校の家庭科で食物に関する学習に興味がもてたか

  '14YJ kei. 的には、大いに興味がもてた、多少興味がもてたと答えた者が71％であった。(表3)

 大いに興味がもてた者は食物栄養専攻の学生に最も多いか、それでも5人に1人の割合であ

 る1. ｛図3)

     表3 小・中・高校の家庭科で食物に関する学習に興味がもてたか
                                 (％)

        科 別項 ll   '＼

家 政 丞〔 栄 保・音   富 平 均

蛯｢に二丁がもてた 13 19 臨

   下 ▼      鍾 」 ・ 」  .   .  一  一 一  一

@ 16

多少興味がもてた 44 47 55

一                          一 一    畠 一  ・               」 一 .       一 一 「 ■ 「 ■        一

@あまり興味がもてなかった 28 28

 60
k一 」 一 一

@18 22

  .   一 」 L     一        .        一  .  .          -  ｝ 一   . 

ｻ味がもてなかりた 15 6 6 7
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○理科、科学、生物、物理の学習が食物に関する学習に役立ったか

  食物に関連すると思われる教科との関係をどのようにとらえているかについては、ほとん

 ど役に立たなかった、関係がない、か55％であった食物専攻の. 者でさえ50％で、2人に】

 人しか直接的には役に立ったという意織がなかった(表4)(図4｝

     表4 理科、科学、生物、物理などの教科が食物に関する学習に役立っているか
                                 (％)

項 H
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［
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2. 栄養の知識について

 栄養の知識についてその［安として矢11っている栄養素の直前と栄義lllliの高い食品について

贋問した。

○栄養素の名前について

  知っている栄義素の名前て最も多いのは、蛋白質、次いでビタミンで80-73％であ'た

 これを昭和47年の調査と比較すると(図5)の通りで、殆んど変わりないt五ノく栄養嚢全部

 を挙げた者を5点として、4つ挙げた者を1点というように、3、2、1点と故え、グルー

 プを5点、4～3点、2点以下の3つに分けてみると、5点はわすかに26％と't人に1人の

 割合である。戸政科以外では、5点は17％、4-t. . 3点、18％と半分も答えられなかった者12

 点以下)が33％であった1、(表5)lll｛和47年と比・鮫すると今1111の方かよかったζ図6〕
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   図5 栄養素の知識

(｝ IO 20 30 ・10 30 60 70 80 (％)

蛋自t't

1＆三ン

炭水化物

脂  肪

鰍機賓

       1z㎜〃繍砺〃賜一偏％傷

1

1        口物鰯鰯鰯鰯回忌        囮

    1一鰯

1

欄％物
‘

図6 点数別栄養素の知識

10 LO 30 IO SO ｛iO

ll召62年

昭47年

       (・」))
80 f)o lon

NiSl｛z ;1 :一

11i'i ・1 7 ;1 t. 

Elii＄illwwMZIII］
Eli｝lwawwEillllllllll
匿i翻・三

無ヨ・. . ・ll J 'k一ド

O栄養価の高い食品について

  栄養価とは、食事が体内で示す栄養的な

 効果を一・定の尺度て示すものであり、あく

 まても、その質の考え方であるが、ここで

 は一般的に学生が知識として、栄養価の高

 い食品とは何であると思っているかについ

 て質問したt上位10位までを挙げると. 最

 も高いものは、牛乳37％、卵34％であった

 か、食品群別にみると、野菜49％、豆及び

 立製品46％と牛乳及び虚し製品をわずかなが

囮tl・'一・点

［コ不明

表5 各科別栄養素の知識
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ら上まわる、知っている栄義素の名11i∫で、80 一一 73 o％の者が答えた蛋白質、ビタミンへの関心

の深さと一致する。111｛和4〔〕年、47年と第1位であった魚、肉で比較すると、昭和4(年86％、

昭和47年40％であったが、今回は、肉15％、魚8％と大きく下まわっている。(図7)前回

の調査では、昭和40年代の飽食と過剰の時代を反1映するかの如く、動物性蛋白質源であろ魚、

肉が栄養的に伽i値のある食品と直接的に結びついていたが、ここでは牛乳、卵、豆及び. i. i:製

品のような多くの栄養素が含まれている食品や、野菜のような今話題の食物繊維と結びつく

ような物が、平均値的に余りバラツキなく挙げられた。

             図7 栄養価の高い食品とは
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3. 知識の情報源について

 情報化の1聯代に、食那を…種のファッションとしてとらえているとi一言われる若占'達か. 氾濫

する情報を何から得ているかについて質問した

 栄養に関する知識を得ている身近な方法としては、テレビ、ラジオ、新開、雑誌、轡籍、学

校、人を通じて(諄罐憎会を含む)と平均値的には余り薦がなく、どの情報手段も5｛〕％程1覧であっ

た。(表6)なお、食物栄整賑町で、学校での情報を挙げた者は56％しかなく、他の導爆の学

生と余り差は見られなかった、llfl和47年と比較すると(図8)の通りで、テレビ、ラジオか多
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くなっているt. . 1

    表6 栄養の知識の情報源 (tXVJ)

      ｛:1・)同項. り

食 栄 保・青 '「 均

テ レ ビ ・ ラ シ オ

家 政」  .    .    一         冒           「

U2 44 57 54

亨 一   一 一        . 

@新聞 ・雑誌 ・il｝彗ll 156 57 55 56

学校、 人 を通 じ て
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4栄養の意識について

○栄養lr」にょい食事について

  栄養的によい食事といった場合、個体側の条件によって答えが一つというようなものでは

 ないが、ここでは学生がこの言葉のイメーシをどのようにとらえているか質問をした。

  栄養のバランスがとれていることと答えた者が92％で最も多く、10人1. li 9人であった。(表

 7 ')

  次いで5以下の縞合で. 消化がよい偏食をしない、が挙げられている。これをlll｛和40年、

 47隼と比較すると、バランスがとれていることは、各々50％、90％であった。(図9)一般

 的には、バランスがとれていることは良い食事の重要な条件として考えられており、第2

 位の偏食をしない38％とあわせて考えると、かなりの者が栄三吟によい食事について正しい

 認識をもっていると言えよう。昭和40、47年では、第2位にカロリーが高い、が挙げられた

 か、今回はわずかに5％で、第3位よりkきく下まわっている。このことは、魚、肉と栄養

 fll【iの高い食晶との結びつきが、意識の面では下まわったことと共に、エネルギーの摂り過ぎ
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そのものが問. 題になって、バランスのよい摂り力が屯視される時代を反映していると思われ

る。

表7 栄養的によい食事とは
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○食べるということについて

  食べるということは、我々が本能的、習慣llりにしていることか多いが、何のために食べる

 のかということについて㌘｛問した. (表8)生きていくため、健康を保つためが最も多く、

 次いで、空1腹を満たすためが挙げられた我々か物を食べる根4・二は、食べたいから食べるの

 であり、生きていくために健康を保つために必要であるでは. 実際に食事をする時には

 何を考えているかというと、好きな物を食べたいが最も多く、催朧のためにょい物と考えて、

 栄養の組み合わせを考える者は24％と. 占以下であったn特に食物栄養. りり文の学生が、好きな
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物、太らない物、お腹の. . ・杯になるような物の次に、栄養の組み合わせを考え好きな物を

f£べたいと思う人の1以下であ')た。〔・k 9)これをlll｛和47｛トの結果と比較すると、Hli和62

年の方が、生きていくため、健塵を保つためが多く、昭和47年では、解答か各項日ごとに平

均的てあった. 、又、食べる時の態度については、食事をする時に栄養1'1(Jに考えて食べる者は、

Ill'i和47年31％、昭和62年24％であったt/、

    表8 食事は何のためにするか
                                (％. )
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表9 食事をする時にあなたは何を考えますか
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8. 栄養素の組み合わせ 3:3 21

｝        .  一

@23 24

9. わ か  ら  な  い

    ｝ ｝   「 7 冒  一    . 

@  ( 2 2 2

(＝)食品で最も人:切なことは1可か

  これは、食べる時の意識、及びよい食事の条件と関連していると考えた。栄餐と答えた人

 か72％〔食物栄養導攻)と最も多く、次いで安全性で約半数であったlt俵IO)本来、我々

 の摂取する食品は、人体にとって有害ではなく、安全でおいしい物ということは前提条件の

 ・つであると考えるが、最も垂要なものとして、栄養が最高で、しかも、第2位の安全性の

 2倍以上であったこのことは、lll｛十l147年の成績とliij様であ')た。
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表10 食品で最も大切なことは
幅)
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○現在の食生活に対する満足度

  多少不満、不満36％で十以上である。(表lD食生活は、居lll形態の影響を受けると思わ

 れるので、自宅通学生と寮生の比較をした。(表1D寮生は、不満に思っている者が76％も

 いる。寮生活者の食事については、三食とも給食で、集団生活をおくる前｛人寮前〕に育つ

 ている一人一入の食習慣｛食文化)か継続しているために適応できていないか、又は、慣れ

 るのに時間かかかるのではないかと思われる。

    表11現在の食生活
                                 t％

   科・別
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0食生活上の欠点と思うものについて

  間食が多いと思っている者か最:も多く、寮生は78％と、自宅通学生49％を大きく上まわり、

 次いで、脂肪が多い(寮生)、糖質が多い〔寮生)の順であった臼宅通学生のh'が多く答

 えたものは、好き嫌いか多い32％のみで、一般的には寮生のノ∫が欠点を感じているt

5. 食生活の実際

 食生活の実践について朝・昼・夕の三食を規則正しく食べているか間食のとり方、好み

牛乳の飲用率について質問した
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表12 食生活上の欠点と思うこと (S6)
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  朝・昼・夕の三食を規111hl｛しく食べている者は、自宅通学生39％、寮～1も24％で1‘1宅通学生

 のノiが規llll IEしく食べていた。(表13)朝・昼・夕別にみると、朝食か最も不規llllで、寮生

 で72％の者が時々、又はいつも抜いている。昼・夕食については、寮生の方が規則的に食べ

     表13 毎日規則正しく食べているか             i％)

        科 別
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ている. (図1〔D自宅通二7;生の昼食は、時々抜く者が】8％、夕食はM％であった。寮生は生

活時間も一. ・定で、食事時間もきちんと決められている0)に毎食規則正しく食べている者は、

わずかに4人に1人しかいない. 、本来、食事はきらんとしたリス. ムのある生活の中で、正し

い1時澗に∫£べることが基4ぐCあると思うが｛・:体的に朝も昼｛)夕も規則正しく食べている食

'. 1 i・はなくその欠食率は朝食て最も高い、、朝は、一一1」の生活の始まりであり、むしろ朝食を

重点的に食べた方が体のために良いのに、朝食の欠食率が高いことは健康的な食生活とはい

いかたい。

(＝)間食について

  食生活ヒの欠点と思われている中で、策1位に挙げられた間食は、何か好まれているかに

 ついて質問したtスナック菓子が最も多く、寮生は97％でほぼ全員という結渠であった。(図

 11)次いで、おせんべい、おかき、呆物、アイスクリーム、クッキー一のような物が好まれる。

 飲み物はお苓、:コーヒ・一、紅潔、ジニース辱が好まれる。(1×l12)牛乳は、 t'1宅通学fヒ28％、

 勢で生13％であった。この結果は、足立州らの団らんにふさわしい飲み物として、第1flン:に挙

 げた者の割合と順序的に一致したQ特に寮生は、一人でお茶を飲むことは殆んどなく、間食

               図12 飲み物の好み
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をするのは1司室の者とか、気のあった友人達とお茶をのみなから、スナック菓チ、おせんべ

い等を分けあって食べ、団らんを楽しみ、 ・つの祉交の場ともなっているのであろう、

○牛乳の日蝕について

  栄養価の高い食品として、最も多く挙げられた/・乳の飲川については、二目飲む9％、時々

 飲む自宅63％、寮生43％と寮生については半数にも満たない。これは昭和47年の飲用率よ

 りはるかに少ない、〔図B)

  牛乳は栄整価か高いとしながら、食品構成上、1日1本は是非飲みたい牛乳を. 毎Ll飲ん

 でいる者は10人に1人もいない。この結果については筆者も童外であったので、更に牛乳の

 飲用について、高佼生3M名、短大生278名(1'1宅通学生2i3名、寮～L65名)を婦9tにアンケ…

 ト様式による追調査を｛ 1:つた結果は表14、15の通りである

           図13 牛乳の飲用率
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VI要  約

① 学習としての教科が、食に対する意識にどのように結びつけられているかについては、興

 味を感じる者と、fkliriに役立てていることをド1覚している者とに差がみられた。短人:に入学

 する前の食物に関する関心は、専攻別に差は見られなかった、、

② 知っている栄養素の牝前については、過去3回の比較で変化が見られず、蛋白質、ビタミ

 ンが多いuまた、五人栄養素について半分も満足に答えられない者が33％であった、

ゴき)知識の情報源には、特に偏りは見られないが、ヴ:校て栄養に関する」が門的勉tj亘1をしている

 学生ですら情報源として適確に学校、教師をとらえていない。

Q) 栄養価の高い食llllについては牛乳、卵大:ア＿野菜等が挙げられ、昭和40年、47年に多

 かった魚、肉は、k幅に一. ドがつた. 1

⑤ 栄養II勺によい食1ドとバランスのとれている食事を結びつけた者は、昭和40年の調査ては

 50％であったが、昭和47年62年では9〔〕％であった、ttなお、「カロリーが高い」については

 大ll」副こ下がり、バランスをとって偏食をしないといったことがよい食事てあると意識してい

 る、

⑥ 食に対する考えノiは、食事は生きていくため、健康のため、空腹を満たすためにするもの

 であり、食llllでtl・k S大LJJなことは栄養であるが、食事をする時には、好きな物をお腹一杯に

 太らない｛｝li度に食べたいと1占1っている、

⑦ 現在の食生活は、平均値rl｛」には、大体満足している者の方が多いが、これを自宅通学生、

 寮生別にみると、Ykfkの方が口分の食生活に満足していない食生活上の欠点は「閲食が多

 い」が第1位であり、次いで「脂肪が多い1「糖質が多い」と感じている。間食の内容はスナッ

 ク菓子が殆んどで、寮'kについてはほぼ全1. 1である、一t飲み物はお茶、コーヒー一、紅茶、ジュー

 スが多く、「間食が多い」ことを欠点と思いながら、間食をいつもし、「糖質や脂肪が多い」

 と思いながらそれらの食品を間食として食べている、特に寮生では、これら間食の架たす役

 割は、団らん、下交の場を提供し、お茶、コーヒ・・一一をのみながらスナック菓子を食べている

 のではなかろうか。

  特に牛乳の野川については栄養的によい食品であり、栄養rlりにょい食事とはバランス

 のとれた食事だと思いながら、実際には牛乳は1111本でさえ飲まれていない。寮生につい

 ては、乎近なところにないわけではなく、求めれば簡単に手に人るものであるにもかかわら

 す、飲まない洲山は「気にしていない」「手近にない」等である。これは追調査を行った結

 果でも1司様であっメこ、、

⑧ 食生活は規則約でない、三食きちんと食べている人は平均値的にみても、わずかに3人に

 1人で、あるt一

 以しの結果から一1二習としての教科と食に対する意識との結びつき、食べるということに対

一一
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する意識は薄く. 食べることを非常に低い位置に置いているように思われる。食物は、われわ

れが習慣的に三食:にわけて食べ、食卓そのものが祉交の場であり、IJIらんの場であると思われ

るが、朝・昼・夕ともに食べたり食べなかったりという結果であった。

 一方、間食は多く、中には1日の総エネルギー一摂取景の40％にも及ぶものかあった。｛追調

査結果)

 現在の豊かな食糧流通機構の中で、人々は好みの食生活を望むかたわら、成人病の予防と老

化防止への期待から、健康で長生きすることを望んでいる、、成人病の危険囚子はその人のライ

フスタイルによって決められ、若い1」々からの食を含めた生活の仕方が疾病予防のi(iiから重要

な因子になってくる。生活様式σ)多様化は、食に対する意識の多様化とも関連し、箇便志向と

手作り志向、グルメ志向、個性化志1ずij等、一見矛盾するとみられるような動きが並行rl㌻に進ん

でいる。若年者ほどこの傾向が強いとも言われる。

 食事は毎日の繰り返しの営みである。個性的なそれぞれのライフスタイルの中で、それぞれ

の価値観に従って食品を選択する機会が益々多くなると、この知識とか意識とかか働いて合理

的にするか否かは実践に人:きな差があり、栄養の知識なしに実践すると飽食しながら栄鐘失調

になりかねない。

 一方どんなに時代が変わっても、若い女性は将来の妊娠、出産育児、子供の教育等に直接

的に関わる側として、自らの食に対する関心、filli値観が大いに影響することを疹えれば、心身

共に成熟し将来の家庭像を育くんでいくこの時代に、もっと食に対する関心を深めてほしいと

思う。
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